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六
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・

E
二
闘
↓
目
・
伺
旬

巷J九十JLi事第.五境

if"j-電車E日一月一十主主四辛口問

一 一一

品

副

晶

置

管
業
税
に
於
け
る
累
準
一
課
税
・
・
・
・

2v博士

平
均
生
産
力
説
に
つ
い
て
・
目
!
文
却
下
山
博
イ
」

我
岡
山
同
生
命
保
険
業
の
首
唱
ご
先
駆

4

串
博
士

純
情
静
曲
学
ご
経
漕
動
問
中
・
・
・
・
文
明
W

J

抱

眠

常

山

北

米

合

衆

凶

の

農

業

問

題

・

組

2
2

景
気
鑓
動
ご
日
本
訟
民
本
主
義
の
成
立
紐
冊
目
串
士

明

治

政

府

の

貸

附

金

-

-

相

2
2

都

砥

錦

略

漁
業
に
つ
い
d
L
の
一
管
見
・
・
・
・
・
'
怯
明
博
オ

徳
川
時
代
の
商
人
カ
ル
テ
ル
・
目
-
組
洲
市
町
士

調
逸
信
用
組
合
の
近
状

禁
漁
制
度
に
就
て

新
地
租
法
案
の
税
率
a

近
着
外
同
経
漕
雑
誌
主
要
論
題

相
持
品
中
士

-
経
済
吊

J

相
博
明
博
士

麓
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入

木

芳
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助
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口

吉

彦

古

川

秀

浩

叫

間

川

町

巾

却

伊

ム

川

町
E

F

-

-

4

d

円

d
t

菅

野

和

太

郎

楠

見

一

正

岡

本

清

治

汐

見

三

郎



，ii岨

剖 Fヤ
2院

手
均
生
壷
力
持
に
つ
い
て

第
二
十
九
谷

八
四
四

第
五
腕

O 

平

均

生

産

力

説

に
......) 

し、

て

高

田

f呆

a馬

IJ 

'k 

で
止
庄
山
川
ゆ
憎
柿
に
ヨ
い
て
(
本
山
肌
附
杭
)

二
、
剛
山
界
止
出
力
説
内
批
判

ー剛
、

生
費
財
の
位
和
仁
つ
い
て

す
べ

t
財
は
完
成
川
則
正
生
産
財
正
に
分
冗
れ
4
0
生
産
財
は
比
完
成
財
に
重
る
ま
で
の
械
々
な
る
成
熟

ω段
階

の
別
に
賂
じ
て
一
加
四
分
せ
ら
れ
る
o

此
段
階
仁
於
て
完
成
財
己
の
距
離
法
主
も

ωほ
ど
高
夫
な
る
財
で
め
る
ご
一
式

ふ
、
品
取
宜
向
弐
な
る
別
に
至

b
工
は
、
も
H
H

や
生
産
物
た
る
性
質
を
有
し
な
い
1
0

そ
れ
は
移
局
生
産
財
ピ
栴
せ
ら
る

ぺ
き
も
の
で
あ
る
o

終
局
生
産
財
ピ
し

τ数
へ
色
る
べ
き
も
の
仁
は
、

一
方
仁
勢
働
が
め
h
、
他
方
に
は
土
地
の

用
役
が
あ
る
。

生
産
物
に
つ
い
て
は
・
そ
れ
が
完
成
財
允
る
正
生
産
財
|
|
巾
閥
生
産
物

1
iた
る
ご
合
問
は
す
、
街
格
が
常

に
生
産
費
に
よ
h
ノ
て
決
定
せ
ら
る
、
の
を
知
る
。
偲
椅
に
閲
す
る
生
産
安
政
則
、
叉
は
費
用
原
則
の
支
配
が
そ
こ

仁
認
め
ら
る
、
わ
け
で
あ
る
。
夏
ド
詳
し
〈
一
再
ヘ
ば
、
生
産
物

ω四
国
格
は
ア
ぞ
の
需
要
己
供
給
ご
が
相
均
衡
す
る
己



こ
ろ
に
於
て
定
ま
る
。
需
要
は
効
用
の
涯
は
の
姿
に
よ
h
て
、
供
給
は
生
産
費
の
事
情
に
よ
む
て
決
定
せ
ら
る
、

が
故
仁
、
長
期
の
考
察
仁
於

τは
.
剛
胴
格
が
す
べ
て
(
需
要
を
み
た
す
に
足
る
だ
け
の
供
給
に
臆
干
る
)
生
産
費

に
於
て
定
ま
る
ご
云
は
れ
得
る
わ
り
で
ゐ
る
o

然
れ
H

と
も
此
見
解
の
あ
て
は
ま
り
得
る
も
の
は
生
産
物
だ
け
で
ゐ

る
。
終
局
生
産
財
は
生
産
物
で
は
な
い
、
従

ωτ
そ
の
師
間
格
が
生
産
費
に
よ

hτ
決
定
せ
ら
る
、
ニ
ご
は
な
い
は

十
で
あ
る
c

一
見
に
一
歩
を
進
め
て
云
へ
ば
‘
生
康
費
己
一
五
ふ
も
的
が
本
来
、
生
産
財

ω問
問
格
、
詳
言
す
れ
ば
生
産

の
た
め
に
消
投
せ
ら
れ
た
る
生
産
財
の
債
権
に
外
は
ら
向
。
従
ひ
て
生
産
提
王
子
品
概
念
去
の
も
の
が
飢
仁
、
此

絡
局
生
産
川
崎
ゆ
伺
栴
4

伊
弘
前
提
ご
し
一
し
ぬ
る
o

近
し
司
、
れ
な
〈
ー
で
は
ん
叱
残
物
た

ι山
路
附
的
制
作
刊
も
決
定
せ
ら
れ

が
た
き
は
中
で
ゐ
る
か
ら
。

別

ω機
曾
に
需
要
供
給
の
関
係
よ

h
L
て
師
倒
椅
の
決
定
せ
ら
れ
ゆ
〈
過
程
を
訪
き
・
調
占
、
多
占
、
結
合
供
給

等
の
場
合
に
於
け
る
倒
椅
決
定
の
特
殊
な
る
事
怖
を
明
に
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
際
・

一
の
根
本
的
な
る
前
提
を

設

υて
ゐ
る
、

そ
れ
は
、
生
産
財
的
債
務
が
般
に
一
定
し
て
ゐ
る
正
云
ふ
ニ
ピ
.
従

οて
生
産
相
究
の
決
定
が
可
能

で
ゐ
る
ピ
云
ふ
こ
ど
で
ゐ
る
o

併
し
な
が
ら
、
阪
に
越
ぺ
た
る
耐
間
格
形
成
過
耗
の
分
析
・
従
ひ
て
便
秘
理
論
を

L

て
根
本
的

ωも
の
た
ら
上
む
る
が
た
め
に
は
、
此
前
提
そ
の
も
の
を
撤
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
心
。
而
し
て
、
生
産

財
の
岡
田
格
そ
の
も
の
が
如
何
に
し
て
決
定
せ
ら
る
、
か
の
借
地
行
を
明
に
し
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
も
此
問
題
は
、

生
産
物
允
る
生
産
財
(
い
は
ゆ
る
中
間
生
産
財
)
の
償
絡
が
生
産
費
仁
よ
h
て
決
定
せ
ら
る
、
以
上
、
終
局
生
産
財

前

議

平
均
生
能
力
器
に
づ
い
て

第
二
十
丸
巷

ハ
四
五

第
五
肱



薗

議

平
均
生
産
力
誌
に
づ
い
て

第
二
十
九
巻

大
岡
大

第
五
現

の
岡
慣
絡
は
如
何
に
し
て
決
定
せ
ら
る
、
か
三
宮
ふ
問
題
に
蹄
着
す
る
。

終
局
生
産
財
の
稀
舗
は
前
に
も
遮
ぺ
た
る
が
如
〈
、
持
働
己
地
周
E
の
ニ
に
謹
き
る
。
比
等
の
債
格
の
決
定
機

格
に
閲
す
る
見
解

ωう
も
、
最
も
注
目
す
ぺ
き
も

ωが
二
ゐ
る
o

英
一
は
生
産
費
皐
設
で
あ
h
、
英
二
は
限
界
事

説
で
ゐ
る
ο

ま
づ
生
涯
提
皐
説

ω立
場
を
極
め
℃
簡
間
早
に
吟
味
し
て
み
よ
う
o

終
局
生
産
財
の
債
格
を
生
産
設
に

よ
h
て
説
明
せ

U
ご
す
る
立
場
に
t
l
q
て
も
h

土
地
の
矧
役
の
み
は
生
産
に
よ
り
て
供
給
せ
ら
る
、
も
の
Z
は
考

へ
ら
れ
、
す
、
従
ひ
で
、

εの
債
格
、
帥
も
地
代
の
み
は
生
産
費
以
外
の
も
の
に
よ
b
て
定
ま
る
も
の
ピ
見
ら
れ

る
G

卸
も
そ
れ
が
多
〈
は
軍
な
る
差
盆

(ι
戸
同
町
自
己
巳
四
民

F
ω
位
。
)
に
よ
り
て
決
定
せ
ら
る
、
も
の
ご
認
め
ら
れ

て
白
る
o

而
し
て
妙
録
の
み
が
あ
く
ま
で
拙
労
働

ω生
産
費
に
よ
b
て
詑
明
せ
な
ご
せ
ら
れ
る
。
然
れ
H

と
も
、
別
に

結
論
す
る
こ
ピ
で
は
ゐ
る
が
、
帥
労
働
は
生
産
せ
ら
晶
、
も
の
で
は
な
い
。
労
働
者
の
衣
食
乃
至
そ
の
他
の
消
費
は

そ
れ
自
髄
の
震
に
行
は
る
、
こ
己
で
あ
り
、
従

οて
労
働
す
る
ご
否
ぜ
に
関
係
す
る
こ
ピ
で
は
な
い
。
労
働
乃
歪

労
働
力
の
存
綴
は
生
命
そ
の
も
の
、
維
持
に
自
ら
相
件
へ
る
ニ
ピ
で
あ
る
。
労
働
が
生
産
ゼ
ら
る
、
も
の
な
ら

ば
、
す
べ

τの
生
産
行
錯
じ
於
り
る
が
如
く
.
由
来
得
る
限
h
僅
少
な
る
費
用
を
以

τ生
産
せ
む
ご
す
る
努
力
を

伴
ふ
は
す
で
あ
る
り
れ
Y
」
も
、
労
働
乃
至
労
働
力
の
維
持
は
常
に
正

L
〈
こ
れ
ご
反
謝
の
努
力
を
件
ム
、
一
再
は
い
V

比
維
持
郎
ち
生
活
そ
の
も
の
、
箱
に
は
出
来
う
る
限
り
多
額
の
費
用
を
支
搬
は
む
ニ
ご
を
求
む
る
。
時
世
働
の
生
産

費
に
よ

h
t捗
銀
が
決
定
せ
ら
れ
る
、

ご
云
ふ
立
場
に
一
の
支
持
を
奥
ふ
る
も

ωー
は
、
勢
働
者
の
生
活
費
Z
去
の



勢

銀

正

の

ほ

hv
相

一

致

す

る

Z
一
再
ム
事
貸
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
、
生
活
費
・
卸
ち
所
調
勢
働
の
生
産
品
質
が
常
に

品
刀
銀
を
決
定
す
ご
は
見
が
た
い
。
漣
に
、
勢
銀

ω動
き
の
生
活
費
を
決
定
す
る
こ
ご
が
極
め
て
屡
で
ゐ

h
、

者

の
一
致
は
こ
れ
に
負
ム

Z
ニ

ろ

少

か

ら

宇

。

生

産

物

に

ゐ

b
て
は
債
格
が
生
産
費
に
よ
・
り
て
決
定
せ
ら
る
、
こ
ご

は
認
め
ら
れ
る
が
、
逆
に
生
車
問
費
が
生
産
物
そ
の
も

ω、
債
格
に
よ
・
9
て
決
定
せ
ら
れ
る
ご
云
ぞ
』
己
は
な
い
は

A
V
で
め
る
。

生
産
費
血
中
拡
を
貫
い
て
捗
銀

t
tで
勢
価
内
生
商
却
に
よ
り
て
敵
明

L
J
ぅ
・
と
す
る
&
脅
に
此
、
耐
局
.
そ
れ
は
一
目
御
珊
的
融
問
に
陥
ら

f
る

を
鮮
な
い
で
あ
ら
う
0

・ハ

y
o
慨
格
は
そ
白
生
産
相
ー
に
よ
り
て
定
ま
る
、
比
生
底
捜
は
捗
織
と
止
産
手
段
心
情
格
で
あ
b
o
止
述
手
段
ゆ
惜
柿
は
セ

れ
心
且
庄
に
製
し
た
る
生
産
費
、
即
ち
輔
世
銀
に
よ
り
て
定
ま
る
。
か

f
て
パ
ン
心
倒
格
は
そ
白
生
産
む
た
め
に
直
接
、
又
は
間
接
に
必
要
と
せ

ιれ

た
る
捗
働
の
倒
桁
、
即
ち
捗
鋭

ιよ
り
て
日
比
ま
る
と
品
る
舛
は
な
い
。
而
も
持
組
は
何
に
よ
り
て
定
ま
る
か
、
そ
れ
は
勢
働
者
自
止
存
投
科
白
幽
格

に
よ
り
て
、
従
ひ
て
パ
ン
山
倒
椅
な
ど
に
よ
り
て
u
b
t
て
、
.
ハ
ン
由
倒
格
は
勢
判
叫
に
よ
り
て
定
ま
り
捗
舗
は
パ
シ
の
倒
椅
に
よ
り
て
定
ま
る
と
一
耳

ふ
と
と
に
な
る
。
か

t
し
て
倒
崎
山
説
明
は
嘉
全
な
る
循
現
世
合
し
て
ゐ
る
と
云
は
れ
な
い
だ
ら
う
か
@
却
論
、
こ
れ
だ
け
の
惚
識
に
て
も
}
由
有

佐
佐
る
知
識
で
な
し
V

と
と
は
な
い
u

併
し
な
が
、
り
、

ζ

れ
に
よ
り
て
慣
格
。
決
定
。
究
極
的
な
る
説
明
日
興
「
ら
れ
ぬ
と
思
ふ
@
こ
と
に
肱
母
方
に

上
れ
ば
、
捗
飢
そ
の
も
由
主
総
化
を
説
明
t

ム
ζ

と
が
極
め
て
同
雌
に
な
る
と
収
品
ω

生
訟
費
料
自
個
絡
を
は
な
れ
て
勢
銀
由
雄
到
す
る
と
一
五
ふ
と

と
が
認
め
ら
れ

rる
に
至
る
白
，
て
は
な
い
か
。

限
界
効
用
訟
の
立
四
怖
か
ら
は
、
終
局
生
産
財
の
債
格
が
全
〈
異
な
れ
る
仕
方
に
よ

h'
て
設
明
せ
ら
れ
る
。
そ
れ

仁
よ
れ
ば
、
す
べ
て
生
巌
財
が
調
値
士
有
す
る
の
は
生
産
物
が
繍
低
を
有
す
る
か
ら
で
ゐ
る
u

生
濯
物
は
直
接
じ

人

格

的

欲

些

を

充

足

せ

し

む

る

こ

正

に

よ

h
て
岡
有
的
に
伺
低
を
有
し
、
生
産
財
は
閑
援
に
、
即
も
生
産
物
の
生

2面

譲

平
均
生
能
力
説
に
つ
い
て

第
二
十
九
巻

六
回
七

第
五
披



前

叢

平
均
生
産
力
話
に
つ
い
て

第
二
十
丸
谷

六
四
八

第
五
腕

四

産
hr返
し
て
欲
墜
を
充
足
せ
し
む
る
こ
ご
に
よ
り
て
、
間
山
生
的
じ
倒
低
を
有
す
る
o

従
ひ

τ、
生
産
財
が
.
回
明
値
を

有
す
る
の
は
生
産
物
の
痕
低
を
受
U
Z
る
が
故
、
又
は
之
を
反
射
す
る
が
故
に
外
な
ら
向
。
恰
も
月
の
売
が
太
陽

の
先
の
反
対
に
外
な
ら
ぬ
や

3
に
Q

而
も
、
生
産
物
の
倒
値
は
す
べ
て
生
産
財
に
依
存
す
る
、
生
産
財
な
〈
し
て

は
生
政
物
が
全
然
得
ら
る
、
こ
正
が
出
来
ぬ
以
上
は
。
従
ひ

τ、
生
産
物
的
問
個
伯
U
す
べ
て
残
り
な
(
生
産
則
的

上
仁
推
し
移
れ
ッ
、
生
産
財
の
債
他
を
形
成
す
べ
き
で
ゐ
る
。
而
L
て
此
推
し
移
h
の
道
行
は
ま
づ
生
庵
物
か
ら
を

の
直
に
上
位
に
あ
る
高
次
財
に
‘

こ
れ
か
ら
直
に
高
次
の
財
に
及
び
、
結
局
、
終
局
生
産
財
ま
E
に
去
る
。

hr
〈

て
・
終
局
生
産
財
は
そ
れ
自
韓
正
し
て
何
等
償
値
を
有
す
る
わ
り
で
は
な
い
が
、
そ
れ
を
利
用
す
る
ご
こ
ろ
の
生

産
段
階
の
最
後
の
生
産
物
た
る
完
成
財
が
償
値
を
有
す
る
が
故
に
、

は
じ
め
て
須
佐
を
有
L
、
而
も
そ
の
伺
儲
を

残
h
な
〈
有
す
る
の
で
あ
る
。

生
産
物
た
る
完
成
財
が
そ
の
債
値
の
故
に
一
定
の
債
格
を
有
す
る
古
す
る
Q

完
成
財
の
償
値
が
す
べ
て
生
産
財

仁
負
ふ
も
の
で
ゐ
h
，
、
従
ひ
て
生
産
財
が
そ
れ
だ
り
の
債
値
を
承
り
つ
「
も
の
な
ら
ば
、
生
産
財
が
ま
た
同
様
に

そ
れ
に
は
の
債
格
を
有
す
る
は
す
で
あ
る
。
何
-
と
な
れ
ば
、
生
産
物
に
謝
し
て
支
抑
は
る
、
債
格
は
、
此
生
産
物

古
代
替
的
地
位
を
有
し
・

い
つ
に

τも
よ
れ
に
恥
b
代
b
得
吋
き
生
産
財
に
謝
し
て
も
、
等
し
〈
支
梯
は
る
、
は

十
な
る
が
故
に
。

債
格
に
闘
す
る
費
用
法
則
り
支
配
は
如
何
な
る
痕
値
拳
訟
を
ど
る
も

ω正
い
へ
ど
も
、
否
定
L
が
た
き
事
買
で



あ
る
。
従
ひ
て
、
す
べ
て
の
債
低
率
読
が
十
分
に
成
立
し
得
る
托
め
に
は
、
此
費
用
法
則
の
支
配
そ
の
も
の
を
認

め
、
す
、
み
て
は
之
を
説
明
し
得
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
費
用
法
則
の
支
配
E
云
ふ
事
貨
は
次
の
こ

z
rり

を
意
味
す
る
o

そ
れ
は
生
産
駒
仁
よ
り
て
生
産
物
X
が
生
産
せ
ら
れ
た

h
正
す
れ
ば
、
X
の
倒
秘
は
慣
に
A
の
債

格
仁
等

L
ぃ、

ど
云
ふ
事
で
あ
る
。
然
る
に
、
生
産
曲
賞
事
設

ω
立
場
か
ら
は
常
に
、
生
産
財
の
債
権
に
よ
り
て
生

産
物
の
債
権
が
決
定
せ
ら
る
、
が
故
に
、
後
者
は
前
者
に
等
し
い
ピ
一
再
ふ
説
明
が
興
~
ら
れ
る
o

而
も
比
立
場
が

ら
し
て
は
、
総
局
生
産
財
の
伺
格
が
説
明
せ
ら
れ
が
た
い
、
労
働
を
以
て
生
産
せ
ら
る
、
も
の
で
ゐ
る
ご
見
な

し
、
司
々
の
岬
恨
格
eg
以
t
帥
抑
制
の
生
産
一
般
ド
よ
み
ツ
決
定
せ
ら
る
、
も
の
ご
児
な
す
に
し
て
も
・

そ
れ
は
ま
北
他
の
凶

難
を
合
む
.

か
〈
て
は
、

一
切
の
伺
絡

ω詑
明
が
循
環
論
的
で
あ
る
。
生
産
物
の
債
格
は
生
産
財
の
煩
格
に
よ
り

τ、
生
産
財

ω償
格
は
生
産
物
の
痕
格
に
よ
h
て
、
決
定
せ
ら
る
ご
な
す
が
放
で
あ
る
。
之
-L
反
し
て
限
界
効
用

説
の
立
場
か
ら
は
、
生
産
物

ω債
格
が
生
産
財
の
贋
格
を
決
定
す
る
が
故
に
、
生
産
財
の
債
指
吉
生
産
物
内
債
格

Z
は
相
等
し
い
。
事
貨
の
皮
相
か
ら
は
、
生
産
財
の
伺
格
が
が
(
h
r
〈
で
ゐ
る
が
故
に
、
こ
れ
に
よ
り
て
生
産
せ

ら
れ
た
る
生
産
物
の
債
格
も
ま
た
が
〈
か
〈
で
あ
る
吉
見
ら
れ
る
。
併
し
な
が
ら
、
そ
の
寅
生
産
財
の
債
格
は

こ
れ
に
よ
b
て
生
産
せ
ら
る
、
生
産
物
の
債
格
を
残
り
な
〈
吸
牧
し
、
反
映
し
て
ゐ
る
が
故
ド
、
一
一
者
の
債
格
り

一
致
が
ゐ
h
、
費
用
法
則
の
支
臨
が
あ
る
。
而
し
て
、
北
見
方
か
ら
す
れ
ば
、
終
局
生
産
財
の
痕
格
芭
て
も
他
の

す
ぺ
て
の
生
産
財
の
債
椅
吉
岡
じ
(
.
生
産
物
の
調
格
に
よ
り
て
定
ま
る
が
故
仁
、
別
に
循
環
的
設
切
に
陥
る
4

論

議

平
均
生
産
力
設
に
ワ
い
て

第
二
十
九
巷

プミt

四
ブL

第
五
蹴

五



論

議

平
均
生
産
白
川
花
に
つ
い
て

第
二
十
九
谷

ハ
到
。

第
五
班

~­，、

ご
も
な
い
。

限
界
殺
川
詑
を
と
る
も
山
と
い
へ

F
も
、
費
用
法
則
山
支
配
在
一
肯
定
す
る
も
山
は
な
い
。
む
し
る
、
並
み
て
生
産
投
何
十
誌
と
は
異
な
れ
る
立
場
恥

ι、
卸
ち
似
非
妓
川
討
の
立
場
か
ら
、

と
れ
に
徹
底
的
な
る
説
明
を
加
へ
む
と
し
て
ゐ
る
。
此
枕
明
は
一
般
に
、
ず
イ
イ
ザ
ア
に
よ
り
て
極
成
に
近

き
ま
て
に
仕
上
げ
ら
れ
た
と
…
叫
ん
b
れ
て
山
る
。
而

L
亡
、
ミ

L

ム
内
此
附
「
仏
側
ナ
る
且
解
も
主
た
グ
イ
イ
ザ
ア
山
影
響
に
よ
り
て
作
り
上
げ
ら
れ

た
る
も
の
と
凡
ら
れ
る
Q

此
川
魁
ド
ド
附
す
る
一
正
献
は
際
限
も
な
〈
多
い
や
う
に
川
叫
は
札
る
が
、
宅
自
中
山
最
も
主
要
た
る
も
内
二
丈
け
宏
あ
げ
る
。

J
5
2
F
叶
円
福
島
百
九
司
阿
倍

z
r
n
Z
E
n
Zロ
巧
目
見

R
E
p
s
a
-
印

忌

ピ

出

C
F
E
i田
宮
内
門
戸
司
。

ω
-
2
2
↓町内

02ω
一
泊

u
o
言。

限
外
効
同
川
泌
の
立
湯
川
ら
の
主
張
、

印
ら
全
班
物
の
阿
川
仲
怖
が
生
成
川
川

ω州
問
椛
な
決
定

tι
が
欣
い
れ
.
生
産
物
的

問
問
椛
は
生
成
財
の
刑
問
桁
に
等
し
い
、

三
五
ふ
こ
ご
の
内
容
を
一
歩
立
入
h
て
説
明
L
よ
ラ
。
前
仁
逃
ぺ
た
る
ご
ニ

ろ
は
一
の
生
産
則
に
よ
り
て
た
い
一
の
生
産
物

ωみ
が
生
産
せ
ら
る
、
や
F

フ
の
限
定
を
合
む
で
ゐ
る
。
併
し
な
が

ら
事
貨
に
於
一
ー
は
数
多
の
生
盛
物
が
所
調
生
産
上
に
線
ゐ
る
も
の
で
な

B
P
E
2
2
q
g
E同
)
ゐ
る
。
終
局
生
産

財
仁
よ
h
τ
、
X
Y
Z

・
・
等
ゐ
土
た

ω生
産
物
が
生
産
せ

ιれ
る
、
勿
論
、
中
間
生
売
物
ご

L
て
通
過
し
ゅ

〈
生
産
段
階
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
で
ゐ
ら
F

フ。

格
付
生
産
川
畑1~\ 

; 1'1'1'1' 

j;i;1712ii 
jj1211i 

先
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A
は
X
の
生
産
財
で
ゐ
る
が
幼
に
・
又
Y
の
生
産
財
で
ゐ
る
が
絡
に
、
そ
れ
に
劃
し
て
一
定
の
債
格
が
支
携
は

れ
る
で
ゐ
ら
う
o

ど
れ
だ
け
の
倒
絡
が
支
挑
は
れ
る
か
は
、

A
E式
ふ
生
産
財
が
H

と
れ
だ
け
X
の
生
産
仁
・
又
は

Y
の
生
産
仁
貢
献
し
た
る
か
、
一
ー
は
い
V

各
用
途
に
於
り
る
A
の
生
産
的
貢
献
に
よ
ち
て
決
定
せ
ら
品
。
生
産
的
責

献
(
又
は
生
産
的
寄
附
円
買
O
E
r
2
4
2
回
巾
昨
日
間
)
は

X
ω
生
産
に
む
け
ら
れ
H

た
る
A
の
限
界
蝦
位
に
品
川
ふ
己
こ
み
の

川
間
格

ω大
苔
(
此
堕
位
に
依
作
す
る

X
の
車
位
駄
に

X
の
倒
怖
を
乗
じ
た
る
も
の
)
吉
見
る
べ
き
で
あ
る
。
比
生
産

的
貢
献
に
り
は
生
成
者
仰
の
鋭
崎
市
に

J
h
τ
λ
山
供
給
者
仁
支
梯
以
れ
る
で
あ
ら
う

L
W
叉
生
産
者
は
此
生
産
的

一
対
献
以

k
山
側
附
仰
を
主
糾
ム
h

ピ
は
山
氷
山
判
。
似
る
に
、

一
物
一
似
の
法
則
が
支
配
す
る
円
以
上
、

yi
り
ト
k
t
E
~
J

じ

d
1
1
1

け
ら
れ
た
る
A
も、

Y
内
生
一
昨
血
に
む
け
ら
れ
た
る
A
も
、
そ
の
他
の
生
産
に
む
け
ら
れ
た
る
A
も・

共
に
一
様
な

る
川
倒
格
を
の
し
な
け
れ
い
ば
な
ら
品
。
而
も
此
州
問
椅
は
各
期
途
仁
於
り
る
生
産
的
一
一
員
献
に
等
し
か
ら
ね
ば
な
ら

ω。

悲
し
例
へ
ば
、

X
に
於
け
る
生
産
的
貢
献
が
A
の
債
格
よ

b
も
大
又
は
小
で
あ
る
な
ら
ば
、

X
の
生
産
額
、
従
ひ

て
X
内
生
産
に
ひ
け
ら
る
、
A
の
蚊
量
を
増
減
し
て
、

二
者
が
相
等
し
き
ゃ
う
に
せ
ら
れ
る
で
め
ら
う
。

hr
〈
し

て
、
結
局
、

A
ご
云
ふ
終
局
生
産
財
は
各
生
産
川
途

ωそ
れ
ぞ
れ
に
於
て
相
等
し
き
生
産
的
貢
献
を
も
っ
や
フ
に

振
向
け
ら
れ
、
共
倒
絡
は
此
生
産
的
貢
献
に
よ

b
て
定
ま
る
d

従
ひ
て
‘
例
へ
ば
X
の
生
産

ωた
め
に

A
が
使
用

せ
ら
れ
る
正
云
ム
ニ
ご
は
、
他
の
用
途
か
ら
・

そ
の
債
格
化
げ
の
生
産
的
貢
献
が
奪
は
れ
て
X
の
生
産
仁
む
り
ら

れ
る
ミ
マ
」
を
意
味
す
る
。
故
に
X
の
冊
偶
絡
は
其
生
産
に
向
げ
ら
れ
た
る
A
の
債
格
を
償
ム
に
足
る
、
併
し
な
が

出荷

~ 

-
十
均
生
産
力
誌
に
ワ
い
て

娘
二
十
丸
巻

六
五

第
rn
披

じ



論

諜

平
均
生
産
力
詑
に
つ
い
て

第
二
十
九
巻

ノ、

五

第
五
披

ノ、

ι 

こ
れ
は
X
の
街
山
怖
が
A
の
間
間
格
じ
よ
h
J
て
定
め
ら
れ
允
の
で
は
な
い
。
ま
さ
に
業
逆
で
あ
る
。

此
考
方
に
於
け
る
血
産
山
則
的
側
特
仇
定
は
や
は
り
、
「
限
界
単
位
の
止
底
的
武
献
」
と
一
耳
ふ
と
と
を
中
心

t
L
て
ゐ
る
。
一
足
は
ピ
、
限
界
分
柾
、
陣

島
原
則
自
上
に
立
つ
も
白
「
あ
る
(
の
耳
目

Eμ
円
百
戸
の
耳
目
』
百
自
宅
』
自
民
一
岡
山
口
出
ご

uE510)。
而

L
て
、
此
地
合
、
生
政
則
的
伺
格
、
即
ち
止

疎
費
と
生
陸
物
自
仰
椅
と
の
制
絡
し
い
の
は
、
全
世
と
し
て
且
れ
ば
あ
〈
ま
で
前
唱
が
後
者
を
決
い
ん
し
た
る
鮪
川
容
に
あ
る
。
畔
し

X
又
は
Y
の
生
直

。
品
圭
切
離
し
て
考
ふ
る
と
き
に
は
、

A
の
価
格
は
叫
へ
ば

X
の
止

d
に
於
け
る
利
川
と
は
晴
ど
樹
立
に
決
定
せ
ら
札
て
ゐ
る
か
に
品
え
る
。
斑
川

の
法
則
均
支
配
は
た

V
A
自
慢
崎
と
は
樹
立
に
定
ま
る
X
O
岨
措
と
、

x
o生
産
主
は
初
立
に
定
ま
る

A
O
併
特
と

E

一
致
せ
し
め

b
tナ
る
比

産
者
自
努
力
在
意
味
す
る
3

特
殊
由
場
告
と
し
て
、
生
荷
物
の
倒
凶
聞
が
生
産
川
内
側
柿
に
よ
リ
て
定
ま
る
企
且
ゆ
る
こ
と
日
あ
る
。
定
虞
川

X
M
岳

品
目
心
引
力
判
&
舵
官
、
あ
る
二
ん
釦
対
し
か
目
前
副
ゼ

ιホ
ず
.
此
桁
掛
川
肌
加
を
↑
む

C
と
す
る
む
聞
も
、
そ
れ
が
倒
桁

E
に
於
け
る

A
の
イ
単
位
(
従

H
V

て
倒
秘
瓦

O
)
を
以
て
止
陸

L
仰
b
る
ゐ
時
に
は
、

X
山
似
絡
が
五

O
に
於
て
定
ま
る
。
と
れ
ー
と
相
ヰ
訂
せ
る
こ
と
を
‘
一
山
知
済
主
幽
を
中
心

と
す
る
倒
値
計
算
に
就
い

τも
、
考
へ
る
乙
と
が
山
車
る
が
、
今
は
そ
れ
に
論
及
し
な
い
事
に
す
る
。

，、と

たな
。ほ、
L 
治・ ζ 

L 弘
、 K

n，加
昆「
方た
はる

"，説
"，明
こ

於
て
は
X 
Y 
Z 

E---
が

A
か
ら
直
ち
に
、
一
耳
は
ピ
中
川
内
生
産
段
階
主
へ
ず
し
て
生
産
せ
ら
る
込
や
う
に
池

待
自
中
間
的
企
産
物
を
中
に
入
れ
て
も
同
様
に
成
立
す
る
も
山
て
あ
る
。
た
Y
、
前
越
川
U

煩
哨
引
を
き
〈
る

活
に
之
を
試
み
な
い
。

費
用
法
則
自
内
容
に
つ
い
て
は
別
に
姐
ベ
た
か
ら
、
事
に
は
詳
越
し
な
い
。
生
産
財
由
悦
椅
と
止
産
物
の
倒
椅
と
が
和
合
す
る
の
は
、
限
界
躍
位

自
生
産
物
に
ヲ
い
て
認
め
ら
る
〈
一
倍
、
ζ

と
で
あ
ら
う
@
そ
払
以
上
。
純
閣
に
亘
り
て
、
費
川
と
倒
特
と
の
告
一
が
ど
こ
ま
て
臨
め
ら
る
べ
き
ゃ
に
。

い
て
は
、
後
に
凪
界
生
直
力
説
を
吟
味
す
る
場
合
に
越
べ
る
つ
も
り
で
あ
る
凶

然
れ
Y
」
も
現
貨
は
な
ほ
複
雑
で
あ
る
。
車
に
生
産
財
A
に
よ

h
て
数
多

ω生
産
物
が
生
産
せ
ら
れ
る
ご
の
み
は

見
が
た
い
。
終
局
生
産
財
古
し
て
数
ふ
べ
き
も
の
に
は
勢
働
心
外
に
地
用
が
ゐ
る
。
そ
れ
ば
か

h
で
は
な
い
。
拙
狩



働
も
決
し
て
箪
に
一
械
類
の
も
の
で
は
な
〈
、

そ
の
中
に
は
互
に
還
元
し
得
べ
か
ら

F
る
数
多
の
同
類
の
も
の
が

合
ま
れ
て
ゐ
る
o

土
地
の
用
役
ご
て
も
純
々
な
る
も
の
が
あ
る
。

ヤ
』
れ
ら
の
柿
々
な
る
生
尿
財
が
相
共
に
作
用
L

て
、
は
じ
め
て
碕
々
な
る
生
産
物
が
作
り
上
げ
ら
れ
る
。
云
は

u
v
X
Y
Z

等
の
生
産
物
を
作
り
上
げ
る
の

，
、
み

ia
、

t
t
 
A
の
外
に

B
C
D

等
ゐ
ま
た
の
生
産
財
が
参
加
し
て
居
る
。
併
し
限
界
効
用
説

ω支
持
者
仁
a

己
b

て
は
か
、
る
場
合
に
於

τも
、
根
本
の
原
理
は
、
前
り
盟
純
な
る
場
合
正
副
挺
る
よ
正
は
な
い
o
例
へ
ば
生
産
財
A

は
他

ω生
産
財
己

ω何
等
仰
の
組
合
せ
に
於

τ生
産
物
X
Y
Z
の
生
産
に
参
加
し
、
生
康
財
B
も
c
b等
し
く
、

X
Y
Z
の
生
涯
に
参
加
す

'1
而

bxω
生
主
に
仙
川
E
も、

f

i

J

J

i

t

-

-

;

 

Y
の
生
涯
に
於

τも
Z
の
生
淀
に
於
-L
も・

A
は
棉

等
し
き
生
産
的
貢
献
を
も
た
な
げ
れ
ば
な
ら
泊
。
換
言
す
れ
ば
.
何
れ
の
生
産
に
於
て
も
・

A
の
限
界
寧
位
に
依

存
す
る
も
の
が
相
等
し
〈
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
若
し
古
う
で
な
か
っ
た
ら
、
此
貢
献
の
大
な
る
用
途
的
生
産
者
は

そ
れ
が
小
な
る
用
途
的
生
産
者
よ
り
も
高
い
債
肱
引
を
支
梯
ふ
こ
ご
に
よ

b
τ
.
A
の
あ
る
部
分
は
一
の
用
途
か
ら

他
的
用
捻
仁
う
っ
き
る
、
で
あ
ら
う
か
ら
。
勿
論
各
期
途
仁
於
り
る
A
の
皐
位
仁
依
ト
併
す
る
も
の
は
、
生
産
物
言

し

τな
ら
ば
、
同
質

ωも
の
で
は
な
い
。

X
Y
Z
そ
れ
ぞ
れ
の
幾
単
位
E
云
ふ
、
云
は
い
各
使
用
慣
値
の
そ
れ
ぞ

れ
の
数
量
で
ゐ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
に
債
格
を
も
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
債
格
内
大
き
ピ

L
て

見
れ
ば
、
同
質
の
も
の
ぜ
し
て
、
相
比
破
L
う
ぺ
き
大
吉
で
あ
る
。
此
生
産
財
A
に
つ
い
て
逃
ぺ
た
る
ご
こ
ろ
は

B
等
に
つ
い
て
も
同
様
で
ゐ
る
。
各
用
途
に
ふ

b
む
り
ら
れ
た
る
B
の
限
界
単
位
は
何
れ
の
用
途
ド
於
て
も
相
等

論

叢

平
均
生
産
力
誌
に
つ
い
て

第
二
十
九
巻

/、

五

第
五
腕

九



蹟

議

平
均
生
産
力
誌
に
つ
い
て

第
二
十
丸
谷
1

ハ五五

第
五
披

(コ

し
き
生
産
的
貢
献
舎
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
古
う
で
な
い

E
す
れ
ば
、
必
宇
生
産
的
責
献
の
小
な
る
も
の
か
ら

大
な
る
も
の
へ
の
移
動
が
生
じ
.
共
小
な
b
し
用
途
に
於
て
は
大
正
な
b
、
大
な
b
し
用
途
に
於
て
は
小
ど
な
h

・

相
均
し
き
に
至
h
て
此
移
動
が
止
む
か
ら
。
か
く
し
て
結
局
、
す
べ

τの
終
局
生
産
財
は
各
用
途
に
於
て
相
等
し

出
生
産
的
貢
献
含
有
す
る
や
う
仁
ふ
り
あ
て
ら
れ
る
。

こ
れ
は
生
康
的
貢
献
均
等
の
法
則
ご
名
づ
り
得
べ
き
も
の

で
あ
る
。
而
し

τ‘
A
B
C
等

ω各
生
産
財
山
り
耐
慣
械
は
そ
れ
ぞ
れ
の
も
つ
生
産
的
貢
献
に
よ
b
τ
決
定
せ
ら
れ

る
。
蓋

L
、
債
格
が
此
生
産
的
貢
献
よ
り
た

rゐ
れ
ば
生
産
省
が
慣
央
を
さ
け
る
錯
に
使
川
セ
へ
ら
す
か
ら
償
給

下
落
す
る
で
ゐ
ら
う
し
、
反
品
到
の
場
合
に
は
使
用
を
ま
す
か
ら
騰
貴
す
る
で
あ
ら
う
故
ド
。
現
貨
の
経
済
に
於

て
生
産
農
ご
し

τ計
上
せ
ら
晶
、
生
産
財
的
傾
格
は
か
〈

τ.
そ
の
生
産
的
貢
献
に
よ
b
τ

定
ま
る
も
の
で
ゐ

る
、
而
し
て
此
生
産
的
貢
献
は
云
は
hv
各
生
産
財
の
限
界
効
用
に
外
な
ら
泊
、
郎
も
生
産
に
役
立
つ
こ
芭
炉
ら
得

ら
る
、
一
淑
生
的
な
る
限
界
効
用
で
ゐ
る
。
そ
の
肉
h
て
派
生
せ
ら
る
、
松
原
は
生
産
物
り
も
つ
債
格
に
あ
る
。

従凡
U

て
、
推
し
つ
め
て
考
ふ
る
附
ド
は
、

か
う
一
五
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
生
産
費
ご
債
格
言
の
相
等
し
い
の
は
、
生
産

物
の
岡
田
橋
に
よ
b
て
生
産
的
貢
献
が
定
士
、
り
、
此
生
定
的
貢
献
に
よ
り
て
生
遜
財
の
伺
格
が
定
ま
る
か
ら
で
ゐ

る。
今
か
り
に
梓
局
止
詑
胤
心
掛
制
酬
を

A
B
C
D
-と
す
る
。
そ
れ
は
主
目
如
〈
に
結
び
つ
け
、
b
れ
て

X
Y
Z
:
:
・
瞳
を
生
産
す
る
で
あ
ら
う
。
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u
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@
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u
h
a
M守
は
生
産
財
A
山
中
白
部
分

a
が
生
産
段
階
を
い
〈
た
閉
調
過
す
る
も
由
て
あ
る
か
を
手
d

二
川
目
に
止
産
過
程
に
入
れ
る
も
り
は
~

を
以
て
示
き
る
L

が
如
き
で
あ
る
。
①
①
事
は
生
産
財
の
御
地
を
一
市
す
。
最
後
白
完
成
財
の
段
階
に
迩
す
る
ま
て
に
は
紺
局
、
す
で
に

a
が
十
単

位、

b
が
五
車
位
、

c
が
三
単
位
丈
生
産
的
に
費
消
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

X
L
C
一
百
ふ
完
成
則
自
る
玄
た
由
単
位
が
止
産
せ
ら
れ
る
ど
あ

ιぅ
。
そ
の
う

ち
の
限
界
車
位
に
含
ま
れ
て
ゐ
る

a
O
生
成
向
武
献
が
例
へ
ば
Y
O
う
ち
に
合
ま
れ
C
ゐ
る
そ
れ
に
等
し
い
と
云
ふ
由
て
あ
る
。
但
し
、
此
去
は
所

調
止
産
保
般
を
一
定
白
も
の
在
し
た
場
合
山
乙
と
で
あ
っ
て
、
そ
白
保
恥
叫
が
生
産
舵
肢
に
よ
NJ
て
動

t
も
白
と
す
れ
ば
、
限
u
f
早
位
以
外

O
X
に
あ

り
て
は
、

X
の
一
車
位
白
中

ι合
ま
る
ミ
リ
d

白
描
批
は
却
よ
り
も
な
ほ
小
な
る
-
も
の
で
あ
る
こ
み
」
を
考
へ
う
べ
豊
で
あ
る
。

問

題

は

縛

す

る

o
各

の

終

局

生

産

財

の

煩

椅

は

葉

生

産

的

貢

献

に

よ

h
て

定

ま

る

も

の

ど

す

る

。

然

れ

Y
」
も
、

生

産

財

が

た

い

一

積

類

の

み

ゐ

bτ
、

そ

れ

が

数

多

の

完

成

財

の

生

産

に

む

け

ら

る

、

場

合

に

於

τは
生

産

的

貢

献

正

一

式

ふ

も

の

も

容

易

に

確

認

し

得

ら

れ

る

。

た

い

複

数

の

生

産

財

が

相

合

し

て

完

成

財

を

作

h
上

「

る

場

合

に

論

離

平
均
生
産
力
設
に
つ
い
て

第
二
十
九
谷

九
五
五

砧
伊

E
仕
掛



諭

議

平
均
生
産
力
設
に
つ
い
て

第
二
十
九
巻

ハ
五
大

第
五
捌

於

τ、
一
の
生
産
財

ω生
産
的
貢
献
を
如
何
に

Lτ
知
h
得
る
か
。
此
結
に
闘
し
て
は
所
詞
蹄
嵐
拳
説

(
N
5
2
E・

ロ
ロ
四
件

F
8
5
L
E
Z
Z
Z
E
H
r
m
o
J心

ω吟
味
を
忘
れ
て
は
な
ら
向
。

蹄
嵐
事
説
、
又
は
蹄
嵐
の
理
論
は
補
完
財
一
般
に
閲
す
る
理
論
で
あ
る
・
補
完
財
の
贋
値
の
ど
れ
だ
り
が
そ
の

部
分
に
締
風
す
ご
鬼
ら
る
、
か
を
明
に
す
る
ご
乙
ろ
の
理
論
で
あ
る
。
此
債
値

ω館
一
嵐
は
補
完
財
が
完
成
財
で
ゐ

る
ご
き
に
も
、
又
同
一
の
生
成
物
全
作
り
上
「
る
に
役
立
つ
ご
J
み
の
一
生
産
財
で
あ
る
ピ
き

t
も
、
品
品
目
に
認
め
ら

れ
る
o
銭
仁
以
h

生
成
財
官
剛
山
中
じ
附
い
て
論
亦
を
滋
め
る
o
A
γ
A
B
C
の
生
産
則
が
相
〈
日
し
工
』

OO)の
倒

値
(
生
産
物
の
限
界
効
用
を
一

O
O
ど
す
る
)
を
生
産
す
る
。
そ
の
績
低
は
各
生
産
財
の
上
じ
如
何
に
分
作
品
る
、

/i， 
o 

A
B
C
が
此
組
合
せ
以
外
に
於
て
何
等
の
用
途
の
な
い
場
合
じ
は
贋
値
の
配
賞
も
全
然
不
可
能
で
あ
ら
う
。
た

hv
溝
上
、

B

C
が
相
合
し
て
他
の
生
産
物
を
作
h
上
げ
、
此
用
途
に
於
け
る
同
情
値
が
七

O
で
ゐ
る
ご
す
れ
ば
、

A 

に
依
ぶ
す
る
回
恨
低
は
三

O
で
あ
る
。
但
し
ニ
れ
は
B

C
が
代
替
性
を
有
せ

F
る
場
合
に
限
る
。
若
し
、

B

C
の
他

の
仰
片
(
他
川
田
単
位
)
が
あ
ま
た
存
在

L
、
そ
れ
が
取
り
代
へ
得
ら
る
、
場
合
、
従
ひ
て
R
C
が
他
の
用
途
に
よ
り

て
・
足
め
ら
れ
た
る
ご
こ
ろ
の
一
定
り
師
価
値
を
布
す
る
場
合
に
は
話
が
別
で
ゐ
る
。
他
の
用
途
に
よ
り
て
一
定
せ
る

偲
伯
、
剖
も
固
定
的
な
る
代
周
回
恨
値
(
印

6
a
z
z
oロ
2
2与
を
有
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
に
け
が
差
引
か
れ
て
残

俄んか
A
の
煩
鎚
ご
し
て
認
め
ら
れ
る
。

B
山
一
代
用
慣
値
を
一

0
・
C
の
そ
れ
を
二

O
ピ
す
れ
ば
、

A
の
債
倍
は
七



。
で
あ
る
。
胎
考
方
は
所
調
喪
失
の
思
想
に
基
い
て
ゐ
る
。

A
が
な
い
Y

ご
す
れ
ば
Y
」
れ
だ
り
の
債
値
が
失
は
れ
る

u
v
p
d
T
A
7
L
P
J
リ
フ

F

A
に
依
ぷ
す
る
債
低
己
み
る
。
此
計
算
的
仕
方
は
鍛
除
法
又
は
残
鈴
法

か
を
考
で
此
失
は
れ
る

rり
を
、

ε稀
L
得
る
で
あ
ら
う
0
3
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
衣
の
如
〈
仁
考
へ
る
。

ま
づ
第
一
に
、

B
C
が
他
の
用
品
曜
を
も
も
て
而
も
代
替
性
を
有
せ
宇
吉
一
式
ふ
が
如
き
場
合
は
極
め

τ稀
で

b
る。

一
般
的
に
は
B
C
の
知
吉
他

ω生
康
財
は
十
分
な
る
代
替
性
を
有
し
、
従
ぴ
て
そ
の
便
佐
は
他
内
放
多
の
用
途
に

よ
り
て
決
定
せ
ら
札
る
Q

従

υて
現
賞

ω一
枇
舎
に
於
JL
は
此
H

C
に
段
る
も
の
が
代
替
的
に

L
τ
、
而
も
市
場
に

於
て
定
め
ら
れ
た
る
一
見
的
伺
他
公
有
す
る
の
な
一
般
ピ
す
る
り
而
し
て
此
飢
定
川
倒
価
を
外
に

L
E
は
則
論
蹄

踊
計
算
の
道
行
も
全
然
不
可
能
で
あ
る
。
勿
論
併
伯
計
算
の
方
法
ご
し
て
、

か
の
獲
除
訟
を
す
っ
ぺ
し
ご
一
耳
ふ
の

で
は
な
い
。
そ
れ
は
ゐ
〈
ま
で
、

ど
る
べ
き
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
引
き
去
ら
る
べ
き
も
の
が
定
ま
ら
十

L
て

残
俄
訣
を
行
ふ
・
』
ど
は
出
来
な
い
。
而
も
引
き
去
ら
る
、
も
の
は
事
貨
に
於
て
他
の
生
産
財
の
債
格
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
で
ゐ
ら
う
。

そ
の
勲
は
姑
〈
諭
せ
す
ご
し
て
も
、

な
は
作
意
す
べ
き
事
が
ゐ
る
。
防
日
開
同
脚
皐
・
詑

ω
内
界
だ
け
を
以
て
し
て
は
、

十
分
に
生
誕
財
の
伺
伯
を
確
認
せ

L
む
る
ζ

さ
能
は
十
。
完
成
財
山
限
界
効
用
に
基
〈
慣
伯
き
へ
明
に
せ
ら
れ
難

い
の
み
な
ら
守
、
そ
の
牧
諸
問
嗣
低
に
歪

b
て
は
、
な
ほ
一
具
、
明
に
せ
ら
れ
難
い
。

一館、

A
B
C
の
生
産
財
か
ら

し

τ完
成
財

ω生
産
せ
ら
る
、
場
合
・
完
成
財

ω敷
挫
如
何
に
拘
は
ら
す
、

A
B
C
の
組
合
せ
が
一
定
で
ゐ
る
ご

首両

議

平
均
生
産
カ
訟
に
ワ
い
て

第
二
十
丸
谷

ハ
五
七

第
五
蹴



前

車

平
均
血
注
力
訟
に
つ
い
て

第
二
十
九
巻

六
五
λ

第
五
鵠

四

云
ム
司
】
ご
は
殆
ど
な
い
。

一
般
的
に
云
へ
ば
、
助
組
合
せ
が
生
産
せ
ら
る
べ
き
完
成
財
の
数
量
の
如
何
に
臆
じ

τ

輔
型
化
す
る
o

此
濃
化
を
考
慮
り
外
に
泣
い
て
、
生
産
財
の
腐
偵
を
考
察
す
る
ニ
正
は
、
問
題
解
決
的
正
し
き
道
行

に
非
T

E
忠
は
れ
る
。
一
見
仁
進
み
て
、

A
が
Y
』れ

rり
の
牧
盆
舗
伯
、
(
開
耳
目
m
g
m
E
)
‘
即
ち
Y
」れ一丈

ω牧
盆
力

(同
B
E
E
-一
円
昨
)
を
も
つ
か
、

ご
云
ム
問
題

ω考
察
に
常
ち
て
は
・
賞
然
仁
、
諸
種
の
生
産
財
の
極
め
て
複
雑
な
る

組
合
せ
を
考
へ
な
け
れ
ぽ
な
ら
泊
。
何
芭
な
れ
ば
、
生
産
者
が
生
産
財
A
を
生
産
財

R
c
t
組
合
せ
て
完
成
財
を

生
産
す
る
に
賞
与

τは
、
生
産
物
欺
晶
画
山
り
如
何
に
腿
じ
任
問
叩
り
生
産
財
の
割
合
を
漣
廃
す
る
よ
ご
の
必
然
的
な
る

の
み
な
ら
争
、
相
互
的
結
令
妹
践
に
つ
い
て
複
雑
な
る
規
定
を
必
要

t
す
る

(
Y』
れ
丈
を
同
定
資
本
吉
一
お
ふ
が
如

き
)
O

現
貨
の
企
業
に
存
す
る
生
誕
財
結
合
上
の
複
雑
な
ゐ
事
情
を
考
慮
し
っ
、
、
あ
る
生
尿
財

ω生
産
的
貢
献

を
明
に
せ
む
正
す
る
り
は
、
所
制
限
界
生
産
力
説
(
の
目
ロ

G
E
E
-
a
i
a
z
p
g岡
山
内
)
ピ
稀
せ
ら
る
、
も
り
で
ゐ
る
。

ぞ
れ
は
事
貨
に
於
て
蹄
崩
事
設
の
牧
盆
倒
値
計
算
の
範
囲

ω
機
充
に
外
な
ら
旧
制
。

依
除
訟
に
よ
る
郎
凶
計
算
と
し
て
述
ぺ
た
る
も
山
は
大
峰
、
ぺ
品
ム
・
パ
ヮ
ア
グ
の
且
鮮
の
締
紳
で
あ
る
と
且
ふ
。
ペ
ユ
ム
に
あ
り
て
は
、
別

ι、

柿
完
財
の
何
れ
も
が
代
仙
骨
陀
を
有
せ
ず
、
又
仙
の
川
法
を
官
せ
古
る
場
合
自
ζ

と
を
諸
ぺ
て
凸
る
が
、
そ
れ
は
質
際
に
起
り
離
き
こ
と
為
し
て
、
本

文
に
曜
故
は
な
か
っ
た
。
代
替
し
待
ら
る
h

場
合
に
つ
い
て
は
、
な
ほ
銃
越
を
必
要
と
ず
る
け
れ

rも
、
健

p
に
煩
雑
と
な
る
乙
と
を
恐

ιて
そ
れ

を
も
省
略
し
た
{
出
か
プ
自
目
出

E
Z号↑】
V
O
宮
】
〈
命
斗
官
。
ロ
タ
印
自
由
司
・
)
。

グ
4
イ
ザ
ア
山
崎
凶
計
算
v
h

闘
ナ
る
考
方
は
此
山
間
飴
訟
を
排
陀
し
て
、

-
Z
は
ピ
比
較
法
、
又
は
方
程
式
法

E
と
る
。
そ
白
見
解
に
よ
れ
ば
、
此
残

録
法
は
誕
れ
る
考
心
」
に
立
2
0

結
告
し
て
ゐ
る
生
直
則
山
中
白
一
部
分
を
胤
去
る
と
き
に
は
、
そ
れ
と
同
時
に
ζ

札
を
ま
ち
一
て
遊
揮
せ
ら
れ
で
ゐ

た
他
由
生
産
則
品
目
生
直
カ
ま
で
が
取
り
安
ら
れ
る
、
従
ひ
て
、
取
り
去
っ
た
一
部
分
自
も
の
申
生
産
力
白
砂
が
失
は
れ
る
の
で
は
な
い
。
厨
調
喪
失



白
思
想
仕
す
て
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
事
貨
に
於
て
師
踊
計
持
聖
母
む
と
ζ

る
の
企
業
者
は
祖
に
結
合
せ
し
め
て
ゐ
る
生
産
畑
山
一
部
分
量
取
去

る
と
一
再
ふ
こ
と
を
考
三
に
あ
る
が
在
、
の
結
合
山
議
に
於
て
、
そ
の
奇
部
分
の
止
法
的
貿
献
を
算
定
す
る
o
か

t
て
訓
端
、
い
(
っ
か
自
生
産
方

組
式
を
比
枇
し
て
、
省
北
陸

M
U
生
底
的
貢
献
を
見
出
す
ζ

と
が
山
来
る
と
云
ふ
。

x
と

y
と
Z
を
止
産
財
'
と
す
る
。
そ
の
結
合
せ
ら
る

L

鑑
量

在
、
左
識
に
世
き
布
過
に
は
そ
れ
に
よ
る
生
産
物
山
側
傾
を
世

t
。

対

+

可

目

同

8
h
N
M

十

U
N
H
U
N
U
O

一
品
可
+
国

N
H
U
m
v
C

村
町
ふ
む

可

H

E

。wN
n
u
x
u

此
方
制
悼
式
由
比
舷
K
よ
り
て
船
、
b
る
h

師
同
刷
』
鉱
山
仕
方
に
う
い
て
は
、
村
々
な
る
雌
貼
を
掲
げ
山
ナ
ζ

と
が
山
車
る
が
、

ζ

ミ
に
は
そ
れ
に
倒

れ
ぬ
。
た
い
、
.
此
胡
だ
け
を
連
べ
よ
う
G

此
比
松
山
は
生
産
物
心
倒
他
が
針
生
z
品
川

ω
上
に
過
不
止
な
〈
時
屈
せ
ら
品
る
と
一
百
ふ
特
長
を
も
っ
、
同

L

て
、
.
、

z

h

の
お
法
に
よ
れ
ば
、
ん
官
位
庄
川
に
師
同
拙
作
し
め
ら
れ
y
i
d
川
仙
ω
A
U
N
J
川
引
出
陣
物
の
州
航
よ
り
も
大
ど
あ
る
。
そ
れ
は
前
L
が
た
き
貼

な
り
と
祉
か
れ
て
ゐ
る
。
掠
れ

rも
、
イ
エ
ム
市
山
崎
倫
訟
を
と
る
も
、
ベ
エ
ム
心
者
へ
て
ゐ
る
陪
件
口
下
に
於
て
な
ら
日
師
腿
せ
し
め
ら
れ
た
る
倒

仙
と
立
民
的
の
倒
値
と
は
相
母
し
い
、
た
い
h

代
持
川
町
な
〈
、
他
白
川
訟
な
き
場
什
白
川
越
路
的
な
る
評
倒
的
場
合
目
み
に
は
、
蹄
属
せ
し
め
ら
れ
た
る

倒
値
目
合
計
と

A
盾
物
心
倒
仙
と
が
合
一
せ
ず
、
し
か
し
ζ

乱
は
本
鼎
謎
硝
的
自
静
似
な
る
が
放
に
、
二
者

t
合
計
す
る
と
と
が
抑
も
誕
り
で
あ

る
。
距
に
北
み
て
云
へ
ば
、
企
業
者
は
自
己
の
企
業
に
於
け
る
生
唯
川
目
結
合
と
佐
南
物
倒
持
と
の
刷
係
自
み
を
知
る
。
他
自
産
業
部
門
の
そ
れ
を

考
へ
併
せ
て
脚
魁
計
鉱
を
辞
む
と
見
る
こ
と
、
到
底
事
抗
て
は
な
い
1
0

私
は
A
r
柴
4ω
師
踊
計
算
が
麹
伶
訟
白
柿
別
に
よ
る
も
の
・
て
あ
る
と
在
世
毘

め
る
。

し
か
し
、
J

へ
孟
ム
白
設
け
た
る
倒
に
あ
り
で
は

A
B
C
が
た
ピ
一
つ
だ
け
づ
h

結
合
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
現
貨
に
於
て
仕
か
う
云
ふ
単
純
白
場
合
は

晴

E
あ
ら
は
れ
向
。
よ
し
之
を
解
し
て
、
か
の
考
察
が
生
市
物
限
ω咋
単
位
を
止
血
す
る
に
広
前
世
な
る
生
産
財
が

A
B
C
由
一
つ
だ
け
づ
ゐ
て
あ
る
と

解
し
て
も
、
艇
に
新
な
る
同
艇
に
出
合
品
。
そ
れ
以
前
白
生
産
物
単
位
圭
刊
る
た
め
の
生
産
敗
。
組
骨
せ
は
如
何
、
そ
白
如
何
に
よ
り
て
生
産
財
白

似
値
以
組
々
に
左
右
せ
ら
る
べ
奇
で
は
な
い
か
。
古
う
昆
れ
ば
、
ベ
ユ
ム
目
見
解
は
決
し
て
そ
自
主
ミ
複
雑
な
る
止
降
机
般
に
於
け
る
生
脂
則
伺

値
の
算
定
方
法
て
は
あ
り
伴
な
い
去
思
は
れ
る
。
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般

平
均
生
産
力
説
に
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て
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